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評価日 平成27年3月10日 評価日 平成27年2月26日

評価者・組織 西総合支援学校
評価者（いずれか

に○）
学校運営協議会
学校評議員

分野 評価項目 自校の取組
アンケート項目・
各種指標

アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

自己評価に
対する改善策

学校関係者評
価による意見

学校運営協議会・
学校評議員による
改善に向けた支援
策

・個別の包括支
援プランにもとづ
く教育実践

・個別の包括支援プラ
ンの更新状況
・教職員及び保護者ア
ンケート

・「わかる，でき
る」授業の実践

・ユニット会議，研修会
実施状況
・教職員及び保護者ア
ンケート

⇒ ⇒
・キャリアアップ教
育の推進

・「情報バンク」の作成
状況
・教職員及び保護者ア
ンケート

・指導力の向上

・参観日の保護者アン
ケート
・教職員及びアンケート

・挨拶の励行 ・生徒会を中心に，児童
生徒の自発的な挨拶を
促進する取組を推進

・自発的な挨拶の状況

・対人関係，コミュ
ニケーション指導
の充実

・ケース会議の充実
・言語聴覚士，心理士，
情報教育専門家との相
談

・言語聴覚士，心理士，
情報教育専門家の活
用状況

・性教育の推進 ・性教育の実施 ・性教育の実施状況 ⇒ ⇒

・環境教育の推
進

・緑のカーテン
・桂坂統一クリーンデー
呼応清掃活動
・ユニットにおける授業の
充実
・グラウンドの芝生の維
持，管理

・緑のカーテンの取組
状況
・ユニットにおける授業
の実施状況

・今年度，9事例について，
「できます会」によるケース
会議を実施した。各学部よ
り，「授業力向上につなが
るので継続してほしい」と
いう意見があがっている。
次年度以降，さらに参加で
きる教員を増やせるように
工夫し，「できます会」を継
続していく。
・「情報バンク」について
は，全校の児童生徒の
データ入力を継続するとと
もに，具体的に活用を開始
する。

　毎年，一人一人の児童
生徒の状況に応じた丁
寧な取組がさらに推進さ
れていると感じる。
　「できる」からスタートす
るキャリアアップ教育の
取組について，「できま
す」シートの実施や「情報
バンク」の取組等，具体
的に取り組まれており，
着実に成果を上げてい
ると思う。

・学校へ訪問するたび，
生徒さんが気持ちよく挨
拶をしてくれる。
・性教育に関しては，「西
京区の障害のある子ど
もの進路保証をめざす
会」が，本校において，
本校養護教諭を講師とし
て学習会を開催され，と
ても好評であった。

・挨拶の励行は，言語指
導・コミュニケーション指導
と平行して，言語聴覚士や
心理士とも連携し，積極的
に推進していく。
・「できます会」において，
言語聴覚士や心理士の意
見や助言も取り入れる等，
発達的視点や専門的な視
点を踏まて実践を進める。
・来年度も，計画的に性教
育検討委員会を開催し，
「性と生に関する学習」に
取り組む。

　・重点評価項目について評価・改善していくための個別評価項目の設定
　・各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

・アンケート実施結
果，その他指標の結
果について整理

自己評価 学校関係者評価

豊
か
な
心

・生徒会による自発的
な挨拶を促進する取組
・緑のカーテン
・春と秋に実施される
桂坂統一クリーンデー
の呼応清掃活動
・各学部の授業におい
て，「お掃除ユニット」，
「洗濯ユニット」，「リサ
イクルユニット」等を編
成し，環境・衛生にか
かわる内容の学習に取
り組んだ。
・性教育に関する研修
会　１回
・性教育検討委員会 ３
回

　自分から挨拶できる児童
生徒が増えつつある。
　言語聴覚士や心理士・情
報教育専門家の活用につ
いて，支援部を中心に定
期的に実施し，充実してき
ている。
　ＮＰＯ芝生スクール京都
のご協力により校庭が芝
生化され，児童生徒の校
庭での活動が多数実施さ
れており，芝刈りやオー
バーシードなどにおいて
は，高等部の生徒を中心
に「働く」学習として取り組
み始めている。
・性教育に関する研修会を
実施し，性教育検討委員
会を３回開催して，「性と生
に関する学習」に取り組ん
だ。
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　２回目評価 学校名(　　西総合支援学校　　)
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確
か
な
学
力

　一昨年度より３年計画
で，研究テーマを「子ども
一人一人の将来の生活
を見据えた教育・支援に
ついて　～個別の包括
支援プランを根幹に据え
た子どもの継続的なキャ
リアアップを目指して～」
と設定し，教育課程委員
会を中心に確かな学力
の向上・授業改善に取り
組んでいる。
　今年度の研究成果に
ついては，研究紀要にま
とめると共に，校内での
事前研究報告会や研究
発表会を実施し，全校で
の共通理解を図った。

【強み】
・本人の願いの具体化
・個別の包括支援プラ
ンの作成
・ユニットによる授業づ
くり
・生活地図などを活用
したネットワーク形成

【課題】
・個別の包括支援プラ
ンの作成や運用に関わ
る会議
・医療や福祉等の関係
機関との連携
・目標設定におけるPT
やSTとの連携

  　「できます会」を通して，
子どもの課題が明確にな
り，より適切な支援・手だ
てが行われるようになり，
これまで以上に，できる子
どもの姿が見受けられるよ
うになってきた。
　「情報バンク」について
は，全校の児童生徒分の
データを入力することがで
きた。



評価日 平成27年3月10日 評価日 平成27年2月26日

評価者・組織 西総合支援学校
評価者（いずれか

に○）
学校運営協議会
学校評議員

分野 評価項目 自校の取組
アンケート項目・
各種指標

アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

自己評価に
対する改善策

学校関係者評
価による意見

学校運営協議会・
学校評議員による
改善に向けた支援
策

　・重点評価項目について評価・改善していくための個別評価項目の設定
　・各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

・アンケート実施結
果，その他指標の結
果について整理

自己評価 学校関係者評価

・健康管理の徹
底 ・医療的ケア検討委員会

の実施
・医療的ケアの実施状
況

・体力の向上
・部活動
・スポーツ大会への参加

・部活動の充実状況
・スポーツ大会への参
加状況

・自立活動の充
実

・身体の学習
・身体の学習の実施状
況 ⇒ ⇒

・防災，安全教育
の推進

・避難訓練
・緊急時シミュレーショ
ン
・防犯研修
・交通安全教室（イン
フルエンザ罹患者多
数のため中止）

・避難訓練，緊急時対
応訓練の実施状況

・家庭との連携の
促進 ・学校運営協議会実施

状況

・家庭，学校，地
域の双方向の援
助による教育の
推進

・学校運営協議会主催
事業の実施状況

・学校施設等の
開放 ・福祉施設等との連携

状況 ⇒ ⇒
・学校運営協議
会の充実 ・連絡帳記載事項や参

観日の保護者アンケー
ト

４

・学校運営協議会を年間
４回開催し，保護者・地
域・関係機関等の協力を
得ながら，学校運営協議
会主催事業として，「校
区地域交流会」，「芝生
まつり」等，様々な取組
を実践している。
・学校施設の開放につい
ては，障害のある方の加
盟されている団体を対象
に，グラウンド・体育館・
生活学習室を開放して
いる。

・学校運営協議会 4回
・学校運営協議会主催
事業として，下記の取
組を実施している。
　・わくわくクラブ
　・にこにこクラブ
　・校区地域交流会
　・サマースクール
　・芝生まつり
　・西京区交流卓球バ
レー大会（後援）

　学校運営協議会にて提
案された「西の風」，「校区
地域交流会」の開催や主
催事業等，家庭・学校・地
域の双方向の援助による
取組が具体的にすすんお
り，年々，充実してきてい
る。
　校区地域交流会におい
ては，育成学級の保護者
や児童生徒も参加される
ようになった。
　学校運営協議会におい
ては，「熟議と協同」の時
間を設け，相談を深める機
会を設定した。

　引き続き，学校としての
ビジョンを明確に示し，
ホームページや桂坂自治
連合会の配布物などを通
して情報を発信し，学校運
営協議会からの助言も得
ながら取組を推進してい
く。

　総括・次年度の課題

健
や
か
な
体

・医療的ケア検討委員
会を随時，開催し，学
校医や主治医の意見
を参考にしながら，児
童生徒の健康・安全管
理に努めた。
・訓練等実施状況
　避難訓練　２回／年，
　緊急時シミュレーショ
　ン　３回／年
　防犯研修　１回／年，
　交通安全教室　１回
／年（インフルエンザ罹
患者多数のため中止）

　健康観察や体力向上を
図る取組などについては，
確実に実施し，情報共有
を図れるようになってきて
いる。
　高等部のスポーツ部の
取組や各スポーツ大会へ
の参加状況も良好であり，
活発な活動ができている。
　災害時や緊急時の対応
については，基本的な対
応について共通理解が図
れるようになってきてい
る。また，緊急時引渡し
カードを保護者に記入・提
出していただいた。

　基本的生活習慣の確立
については，生徒指導とも
連携し，保護者理解を得な
がら取り組んでいく。
　児童生徒の運動時間の
確保，健康の維持増進に
引き続き取り組む。
　緊急時対応マニュアルを
作成し教職員の共通理解
を図っているが，今後，週
休日の災害時における安
否確認や引き渡し訓練
等，具体的な場面を想定し
た訓練を実施する。

3

4

独
自
の
取
組

　各種団体では積極的
に支援学校に協力してく
ださる方が増えてきてい
る。一方で，地域の一般
の方には十分伝わって
いない部分がある。さら
なる学校からの情報発
信をさらに積極的にして
いくことや地域の方が参
加しやすい取組をいっそ
う推進していく。

　地域としても避難訓練
を実施したり，物品を備
蓄するなど，災害時に備
えた対応に取り組んでい
る。学校とも連携しなが
ら取組を進めたい。

　〇　「できますシート」や「情報バンク」の活用を組織的・計画的に推進する。
　○　「学校教育目標＝継続的なキャリアアップ支援」という全校理解を図り，全校体制で教育課程楮図に示された学校づくりに取り組む。
　○　専門性を向上するための研修を充実させる。
　○　災害時の対応についての共通理解の徹底と避難訓練のさらなる充実をはかる。
　○　地域制の総合支援学校のこれまで１０年間の総括と今後の１０年間の方向性の確認を行う。


